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学会賞等
受  賞

平成31年度･令和元年度

Congr at u l at ions

※所属については、受賞時のものである。

編集後記
　病院ニュース「Health & Safety」第30号をお届けします。
　今回は、新型コロナウイルス感染症や最先端リハビリテーション機器等について、
本院の取り組みをご紹介いたしました。いかがでしたでしょうか。
　本院は地域医療の最後の砦として、通常の医療行為を絶えず行い続けることを念頭
に、各種対策について全力を挙げて取り組んでいるところです。ご来院の皆様にはご不
便をおかけしておりますが、ご理解・ご協力を賜りますようお願いいたします。
　今後とも、本院では、より安心・安全な医療の提供に務めて参りますので、よろしく
お願いいたします。

病院ニュース編集担当　総務課広報担当

（H31.4.2～R2.4.1）

　

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
理
念
と

し
て
「
①
診
療
科
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
病

院
全
体
と
し
て
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
。

②
情
報
開
示
に
努
め
、
社
会
に
開
か
れ
た
病

院
を
目
指
す
。③
個
々
の
患
者
さ
ん
に
適
し

た
先
進
医
療
の
開
発
・
導
入
に
努
め
る
。④

厳
し
い
倫
理
観
を
持
っ
た
創
造
的
な
医
療
人

を
育
成
す
る
。」
の
４
つ
を
定
め
、「
人
間
性

豊
か
な
信
頼
の
医
療
」
の
追
求
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

当
院
の
診
療
体
制
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
、
臓
器
横
断
的
な
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
附
属
病
院
の
病
棟
は
、
臓

器
別
に
セ
ン
タ
ー
化
さ
れ
、
例
え
ば
心
血
管

病
の
診
療
は
、
循
環
器
内
科
と
心
臓
血
管
外

科
が
協
力
し
て
「
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
」
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

高
度
な
知
識
、
技
術
を
患
者
さ
ん
に
集
中
的

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全

国
に
先
駆
け
て
開
始
し
た
キ
ャ
ン
サ
ー
・
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
ボ
ー
ド
（
が
ん
治
療
会
議
）

は
、
放
射
線
治
療
専
門
医
、
が
ん
化
学
療
法

専
門
医
、
緩
和
医
療
医
、
内
科
医
、
外
科
医
、

薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て
、

個
々
の
患
者
さ
ん
の
治
療
方
針
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
す
る
場
で
、
集
学
的
が
ん
治
療

の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
山
形
県
の
医
療
の
最
後
の
砦
と

し
て
、
県
内
で
最
も
進
ん
だ
医
療
機
器
を
導

入
し
先
進
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
特
に

２
０
２
０
年
度
中
に
は
稼
働
予
定
の
重
粒
子

線
が
ん
治
療
装
置
は
、
山
形
大
学
医
学
部
が

装
置
の
設
計
段
階
か
ら
関
与
し
、
高
レ
ベ
ル

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
ス
ペ
ー
ス
を
達
成
し

た
世
界
最
先
端
の
装
置
で
す
。
省
ス
ペ
ー
ス

を
達
成
で
き
た
こ
と
で
、
従
来
は
病
院
か
ら

離
れ
た
土
地
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た
治

療
セ
ン
タ
ー
を
病
院
に
接
続
す
る
形
で
建
設

す
る
こ
と
が
で
き
、
合
併
症
等
に
よ
り
移
動

に
難
渋
す
る
患
者
さ
ん
の
治
療
が
行
え
る
の

も
大
き
な
特
徴
で
す
。
完
成
の
暁
に
は
、
北

海
道
・
東
北
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
中
核
的

な
重
粒
子
治
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
、
当
院
は
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
行
う
全
国
34
の
が
ん
ゲ

ノ
ム
医
療
拠
点
病
院
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
と
は
、
患
者
さ
ん

の
が
ん
の
遺
伝
子
異
常
を
調
べ
、
そ
の
が
ん

に
最
適
な
治
療
を
行
う
個
別
化
医
療
で
す
。

当
院
は
、
今
後
、
こ
の
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を

推
進
す
る
と
共
に
、
が
ん
以
外
の
疾
患
も
対

象
と
し
た
ゲ
ノ
ム
医
療
の
体
制
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
活
用
し
た
最
先
端
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
活
用
し
て
、
急

性
期
か
ら
の
積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
「
入
院
し
た
時
よ
り
元
気
に
な
っ

て
退
院
で
き
る“
元
気
増
進
退
院
”」
も
今
後

の
目
標
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
山
形
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
学
生
や
若
手
医
療
人

の
教
育
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
度
な
診
療
水
準
は
、
取
り
も
直
さ
ず
優
れ

た
教
育
環
境
の
提
供
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
人
間
性
豊
か
な
信
頼
の
医
療
」

を
追
い
求
め
、
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

が
常
に
進
歩
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
　 

と
う     

し
ん   

や

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長　

佐
藤 

慎
哉

病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶




